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第24回

イラストでわかる
インターネットのABC

telnet、SMTP、ftpなど前回までに紹介したネットワー
クアプリケーションは、直接ユーザーが利用するアプリケ
ーションでした。しかし、これらのアプリケーションがス
ムースに動くためには、これらの裏側でさまざまな機能
を提供するアプリケーションが不可欠です。今回は、そ
うしたアプリケーションを紹介していくことにしたいと思
います。

DNSは伝言ゲーム
自律システムってなんだろう
DHCPはデキるヤツ
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これは、基本的にはそれぞれの組織

でそのなかのコンピュータに関する対

応表を管理しておき、必要に応じて参

照するという方法です。問題は、目的

の組織の対応表がどこにあるかをどう

やって知るかということになります。こ

こで鍵となるのがドメイン名形式のホ

スト名ということになります。

たとえば、インプレス社内のalphaと

いうコンピュータは通常alpha.impress.

co.jpという名前を与えられます。これ

によって日本（jp）の会社（co）のイン

プレス（impress）のalphaというコン

ピュータということがわかるわけです。

このようにコンピュータの名前は、ツ

リー構造となっているのです。そこで、

DNSでもこの構造に従って対応表の

管理と、その管理をどのサーバーが行

っているかということも管理します。

各サーバーは、ドメイン名のツリー構

造の一部分を担当しており、そこに属

するコンピュータの対応表を管理する

か、直下の部分ツリーを担当するサー

バーを知っているのです。そして、ツ

リーの一番根元をrootと呼び、ここ

を管理しているサーバー（rootサーバ

ー）については世界中のコンピュータ

が知っていることになっています。た

とえば、brains.cs.uec.ac.jpというコ

ンピュータのIPアドレスを知ることを

考えてみましょう。まずどこに問い合

わせたらよいかがわからないので、

rootサーバーに問い合わせを行いま

す。ここで、「jp」を管理しているサー

バーの所在を知り、詳細については

そちらに問い合わせるように返答を受

け取ります。続いて、jpのサーバーで

はac.jpやco.jpといった部分の管理を

しているため、ここでuec.ac.jpの管理

をしているサーバーを答えてくれます。

続いて、uec.ac. jpのサーバーで、

cs.uec.ac.jpのサーバーを教えてもら

うと、cs.uec.ac.jpが持っている対応

表で、目的のコンピュータのIPアドレ

スがわかるようになっているのです。

DNSではこのようにして世界中のコ

ンピュータのホスト名とIPアドレスの

管理を行っているのです。
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telnetやftpを利用する場合、利用

者はアクセスするコンピュータを名前

で指定します。しかし、コンピュータ

のなかではアクセスするコンピュータ

をIPアドレスにより扱っています。と

すると、このコンピュータの名前とIP

アドレスをどこかで変換しなければな

らないわけです。

一番簡単な方法は、コンピュータの

名前（ホスト名）とIPアドレスの対応

表を持つことですが、数千万台も接続

されているコンピュータのホスト名と

IPアドレスの対応表を維持しつづける

のは困難です。

そこでインターネットではDomain

Name System（DNS）と呼ばれる仕組

みを用いてそれらを管理するのです。
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呼んでいます。

経路情報交換プロトコルは、まず

AS内のルーター同士（つまりインテリ

アゲートウェイ同士）で情報交換を行

い、AS内のすべてのコンピュータが

正しく通信できるように経路表を維持

します。これによってAS内の通信は確

保されますから、エクステリアゲート

ウェイ同士はASを1つのネットワーク

と見立てて経路情報交換を行ってAS

間の経路を確保します。これによって

インターネット全体の経路の管理がで

きているのです。

ちなみに、AS内の経路情報交換プ

ロトコルをインテリアゲートウェイプ

ロトコル（IGP）、AS間の経路情報プ

ロトコルはエクステリアゲートウェイ

プロトコルと呼びます。

インターネットが

正常に動くためにはすべてのコンピュ

ータが持っている経路表が正しく管理

されていることが大切です。これまで

の話では経路表は正しく維持されてい

るという前提で話をしてきましたが、

はたしてこの経路表はどのようにして

維持管理されているのでしょうか?  実

は、この経路表の維持管理を行ってい

るのが経路情報交換プロトコルなので

す。これは各ルーターにおいてそれぞ

れが接続されているリンクの状態を把

握し、その状態に変化があったらそれ

を通知することを目的としています。経

路情報交換プロトコルによって通知さ

れた情報をもとに各コンピュータでは

経路表を生成し、正しく維持管理しよ

うとしているわけです。

しかし、インターネット全体をいっ

ぺんに管理することは困難です。そこ

で、現在のインターネットではインタ

ーネットをいくつかのグループに分け

て、それぞれがグループ内で経路情報

の管理とグループ間の経路情報を管理

しています。このグループは、各ISPの

バックボーンネットワークや、各組織

のネットワークなど、単一の方針で運

用されているネットワークを単位とし

て構成することになっています。この

グループのことを自律 システム

（AS:Autonomous System）と呼んでい

ます。そして、AS間を接続するルータ

ーをエクステリアゲートウェイと呼び、

AS内の各ネットワークを接続している

ルーターをインテリアゲートウェイと

プロトコル：複数のデバイスやコンピュータシステムが互いに通信するための規約。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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しまったりすると困ったことになって

しまいます。そこでDHCPではIPアド

レスの割り当ての際、そのIPアドレス

を利用できる期間を決めて割り当て

を行うようになっています。IPアドレ

スを割り当てられている側では、その

時間が経過するまえに継続してそのア

ドレスを割り当てておくように要求す

ることで、継続した通信環境を実現し

ています。つまり、要求がなければIP

アドレスは開放されます。また、IPア

ドレスを割り当てる際、利用する

DNSサーバーのアドレスなど設定に必

要な情報も提供されるため、これらを

用いることで、あたかもなんの設定も

することなくコンピュータをネットワ

ークに自動的に接続できるようになっ

ているのです。
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コンピュータの台

数が増えるにつれて個々のコンピュー

タの設定を行うことが大変になってき

ています。最近ではパソコンを学校や

会社のネットワークに接続する場合、

自動設定を選択しておけば自動的に

そのコンピュータを設定してくれるよ

うになっています。実は、この仕組み

にも裏方で動作するアプリケーション

の存在が欠かせないのです。ここで

活躍するのはDHCP（DynamicHost

Configuration Protocol）と呼ばれる

仕組みです。

DHCPでは、原則としてイーサネッ

トや無線LANなどのブロードキャスト

型リンクでの利用を前提としていま

す。DHCPの一番重要な役割は、各コ

ンピュータが利用するIPアドレスを割

り当てることですから、プロトコルは

コンピュータにIPアドレスが割り当て

られていない状態から始まります。

コンピュータが起動

された場合や新しくネットワークに接

続された場合など、IPアドレスが必要

となるとコンピュータはブロードキャ

ストの仕組みを使って、そのネットワ

ークに接続されたすべてのコンピュー

タにIPアドレスを割り当ててほしいと

いう要求を送ります。これらのコンピ

ュータのなかにDHCPサーバーと呼ば

れるIPアドレスの割り当て作業を行っ

ているコンピュータが存在すると、そ

のコンピュータがIPアドレスを割り当

てるのです。この時、割り当て要求の

なかに自分の物理アドレス（MACアド

レスなど）が含まれていますので、こ

れを参照しながら同じコンピュータに

はできるだけ同じIPアドレスが割り当

てられるようにしています。

また、最近ではノートパソコンなど

一時的にしかネットワークに接続しな

いコンピュータも存在します。こうし

たコンピュータが、割り当てられたIP

アドレスを開放することなく移動して

ブロードキャスト：全ノードが受信しなければならない通信のこと。複数ノードが相手の場合は「マルチキャスト」という。

次回予告
この機会にインターネットがどうや

って動いているのかを考えながら使っ

てみるともっとおもしろいのではない

でしょうか。さて次回は、インターネ

ットの今後について展望してみること

にしたいと思います。
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